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（i 的 ）　 鍛 額 中 － ナ･f T  i, ンi7.　t ，μ 尊 御, 分ヽ・i 栖 息噌 で ず^趾 ト ヒI-  Iり  用 お いf  い

と 教 名^  れ7  ＼ヽ ^ ダ,  寮 費^ 球 個 参 考i 誼 灘 型 ナ イ フl レ ン ふ 朝 嵐i づ れ マ い り い 。

々:  で ，ま 鮨 喧 十 イ マ シ ンｉ 。 定 量 水 乞座 訂 ト.  娠 頷 。鋼 理 禅T リ

ナ/  -r シ ン ， 李 勅 を 胴c^ タヽ と す> こk  をs 的k リ こ。

汐 匍|　　ﾅ|/f  マ レ ン り 転 電ｻ仔卜lactobaciiius pi  antarum   ATCC 8014 t 用v ヽ^AOAC     去  I:（ 軋 り 通 有^

參:他 糊 蕉 層 池k 九 。釈 も（^）ご ざ べu ， 八｛ 速 球r-  r  ?^ 旦4 遥k  ^  併 用I  , 袷 疲 。 禰 を －j.

映 分 解 い?  ‥0.1   N  ,  H.SO。,  120°C ，30令 陥 。抑 刄 分 鮮 とT, レ ーカ リ 弁 解 い て1N NaOH,     120°e ，

2 盾/ll,     詐ﾉ Ξ命 解 と(     re,     こ れ ら ク,後 々ヽ ら,     載 適 。 φ 奢 徹 屁い･ 米lt つ,V  1  , ま 緬 型 十 イ フ

旦｡ン £前 回i ，順 老L   7c,  計 丿 式 こ 碑 じt,     味` め 几 。

（ 猿 果}　 パ ン  z" ＼1 ■発 鳶 口)L<.
   ―

い いド ＼ .   狛 な唯 吠 我if ト 雀 雛 型 状 神 仙 し 島^ 付

-i^ 失a ， 認 あ ら れ 町 々 ・ヽU し 吐 岑 χ り ぐダ で陶 。 胚 脊 索 疹 加 崔 十A  -T ふン 。 む 執 仏 が 認

め らiKi re, 申 牽 麺i-J ．･0ヽ んt  、ヽ 処 嫌･t 畔 う 撹 ヽ こ 心大皿 締 か 崔｡ クヽ 分 解 に肩 妙t 才 ， 乱 更

心 ま麺 を 原 呵::  い 心'I   , ま 敵 型 々 増 ヵX2 ＼ 沁 ト つぃz  a.    小 吏 。 堵 合 型 す イ フ シ フ

し彫 短一家% り 転'     ,     老 。 湯 か いf ， 計 単 幄t 厦, 。TT   仮 ，^ 藪 むa ヽ疋 米I-   F 1  . ナ イ

フ ジ ン ク 碩 丸々^ 十ら へ 官 製 こr  う て， 遭 離 型・ 遜 怖 気S 丿ヽe.    又.  玄 米 心-f 、 蜻 鏝 こf

パ ・ フぢト-  .   雀 鮨凋し 唯 仰 や あ い 層 力 金i'^ f    1,炊 飯i-f-． 締 仮象 十 オプ シ ン ぶ 放組 型 へ

。 背後 に 痢
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唐溥の郷土料が,   つヒ豆腐の物理的特性につ､jて
〇竹内桔^ ゛ 菊池飾子”` 　植原農“　 £ 籐刻r*゛
軋舒山女大短大　必奪那山ir大家政

目的　福島県産ヽ津地方・)郷土料理 に、｢ つと豆高j   t妬すゐも・｣芦あゐ。これ ＼i、g.扁

を藁r  包け- あ る、､は星腐 色寸怖k て漣

、濤 く輪切りにして、｢ こつゆ｣ と呼ば`私石為物↑ぶとヽ。材料にしtこり、あゐ、､は そのまま

し*  うゆtX どをつIﾅ てﾉ食べゐことか 仰､)。そして. その形状 、衰死などに裂徽 。あるt 満
載 函で･あゐ。そこr 、私れちIま｢ つ と豆痛」。形繩的 及び物理的茸性につ､、て楸討 しI--。

で'瓢名 すI.

方法 が料 の象瀕 は、星烏製£ 所より直諌素綿l 痛t 購入した. % 験 に昨､､t- -7 1: %.鳥

。調整は次 。ように行ねっft 。£覇t まね鍬 。よv5  片岨水切')猿 、圖囲の芦ヽヽ拶 分t 約

5‘一層 ざｋ削り取っ化穐 、縦 に2 埼介 したものｔ す仁政 で巻き、化 こ糸で縛 、化。こ此H'

水I: 入政. 涛鵬帳 盆射 指口命俊寸すfKし1 はすし、流 水｡に濠藻レλ 灯レ化も､)z 試料 とした

。そして.   この煮熟|心 ゐ体椎変化 、豆痛内 の経財的な漣痕濃化 、及ザつと篁扁 内I- でき

た玄陳ぱっ、べ 、空原 色直方棒と扱定し営蓼|--1') 空拷平を求 めし また、ヲフス々ユロ
χ －タ一ｔｲ更用レ、芦 さ、漑 剔 生、かム性 、も ちぎ、川 つ汁・ 消̂ 定t'i^ u 。 卜 。

結果 煮參 水中 のﾆﾌY. 翌鳶 の中･心丿 震は、濠暁 始時 に6i･Ct 示レ､ 看熟終了時には、

too 'C-にま し て けヽこ。体積は、煮沸前吋tlべ･滅 ケカ傾 向が見ら紅、そ・ 呵 つと£腐内 μで

き化ぎ斧 の剌か は約2o 匹f あ 。た. まh  、うフヌ､4エロ メーターによゐ物性 。測 足 では、
鑓糾。又


